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技術の概要

３．技術の効果

２．技術の内容

安全　　防災　　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　近年、トンネルの覆工コンクリートや橋梁床版等のはく離・はく落など、新設時から年数を経た道
路構造物の損傷事例が報告されています。今後、道路構造物の老朽化に伴い維持管理費が増加
する傾向があり、合理的・効果的な管理・更新のためには構造物の現況を正確に把握することが重
要です。これまで、トンネル覆工コンクリートの損傷状況の把握は、主に人力による近接目視と打音
点検が行われていますが、排ガスの中での上向き作業という作業環境、作業条件の悪さによる苦
渋な作業から点検精度や作業能率の低下につながるなどの問題を抱えていました。このため効率
的、経済的で損傷状況を定量的に把握できる点検手法が求められています。

　高画質デジタルビデオカメラを用いてトンネル覆工面を高速走行により撮影した動画データを、画
像合成処理により覆工面の展開画像を作成し、この画像からひび割れ等の損傷図を作成すること
で損傷の形態、位置、数量等を提供するシステムです。時速80㎞/hの高速走行撮影で高画質ハイ
ビジョンカメラによる精密な画像なためひび割れ等の損傷図、損傷数量を正確に把握でき、覆工面
の健全度を評価する資料になると共に人力点検の補助資料や補修対策工の検討資料として活用
することで大幅な効率化を図ることが可能となります。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式） ※別紙２

国の機関　 　　件　（九州　　　件　、九州以外　　件　）　
自治体　　　１　件　（九州　　１件　、九州以外　　件　）　
民　 間　　　　　件  （九州　　　件　、九州以外　　件　）　
高速道路関係　　多数　（九州　多数　、九州以外　多数　）　

３．技術の効果

① トンネルの覆工面の画像はカラーで0.2mm程度のひび割れ幅の判別精度があるため、ひび割れ
等の損傷図を正確に作成できます。
② ひび割れ等の損傷図から損傷等を数値データとして得ることができ、健全度を評価する資料とし
て活用可能です。
③ 画像・ひび割れ等の損傷図を用いることで、現地での人力目視点検を大幅に短縮できます。
④ 経年画像データを比較することでひび割れ等の損傷の進行が把握できます。
⑤ 最高速度80km/hまでの走行撮影を実現したことで、通行車への交通障害がありません。

４．技術の適用範囲

①道路トンネル
②鉄道トンネル（地下鉄含む）
③その他連続撮影可能なコンクリート構造物

５．活用実績



６．写真・図・表

① トンネル覆工撮影 ② トンネル覆工合成画像作成

「画像によるトンネル覆工の点検管理システム」の業務の流れ
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③ トンネル覆工合成画像

④ ひび割れ等の損傷図作成

⑤ 損傷数量集計(判定資料) ⑥ データの利活用


